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Ⅰ．はじめに

　健康で豊かな人生をおくるためには、健全な食生活
が重要であることは周知の事実である。そのためには
正しい食に関する知識を身に付け、よい食生活の習慣
化が必要である。
　食の問題が指摘される中、問題解決のために国は平
成17年6月に『食育基本法』を制定し、平成18年3月
『食育推進基本計画』を策定した。その後、国や自治
体をはじめ様々な団体が食育に取り組み、「食育」の
認知度が上がってきた。しかし「バランスのよい食生
活」を行っている人はまだ十分とはいえない。
　そこで、特に次代を担う子どもたちが自ら望ましい
食生活をすることが出来るように、栄養に関する知識
を子どもたちが楽しく身に付ける手助けをするために
愛知教育大学の食育キャラクター「食まるファイブ」
が誕生した。愛知県農政課食育推進科の支援による教
育現場での食育劇上演や、様々なグッズによる「食ま
るファイブ」のアピールは、子どもたちの食への関心
を高め、食生活改善に有効であるという評価を得てき
た。１）２）３）

　また、平成22年4月～平成23年3月に刈谷市のコラ
ボ60実行委員会と愛知教育大学が協働して「刈谷市制
60周年記念市民公募事業」（コラボ60）に参加し、「食
まるファイブ」を活用した活動を行い、刈谷市民に食
育情報発信の量を増加させ、会員の意識・資質の向上

を図ることが出来た。４）この団体を基礎に、2012年3月
に『食まるファイブ応援団刈谷』を立ち上げ、その後
食まるファイブを活用した様々な食育推進活動を行っ
ている。
　食育を推進していく場合、地域の文化や価値観を次
の世代に伝えていくことが重要であると考え、ここで
は、食まるファイブ応援団刈谷が支援した刈谷市農政
課が主催した「最強のしょくまるカレーコンテスト」
とそれにかかわる活動について報告する。

Ⅱ．研究方法

　愛知県では食育推進計画『あいち食育いきいきプラ
ン』を策定している。愛知県農林水産部食育推進課で
はバランスよく食べることや感謝していただくことの
大切さを伝えるために「食まるファイブ」による食育
劇の普及に取り組んできた。平成24年度には児童や
教師が主体となった食まる劇上演の支援を34校1園で
行った。その結果、児童の食意識が高まり、バランス
のよい食生活を実践する者の増加がみられるなどの効
果が報告されている。

１．刈谷市における食育の推進
　刈谷市教育委員会では学校教育における食育を推進
するために「刈谷市食育推進プロジェクト」を平成22
年に立ち上げ、「食まるファイブ」を活用してきた。
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資料１　「最強のしょくまるカレー」募集要項
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資料２　「しょくまるファイブ展」の案内
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　一方、刈谷市では平成23年3月に全ての市民が食育
を通じて豊かな人間性を育み、いきいきと暮らすこと
ができるよう、『食』に関する取り組みを総合的に推進
するため『刈谷市食育推進計画』（平成23年度～平成
32年度）を策定した。基本理念『「食」を楽しもう！
刈谷「食」はみんなの笑顔をつくる！』の実現に向け
て、以下の4つの重点プログラムを設定している。

《刈谷市食育重点プログラム》
重点プログラム①……�子どもに対する栄養バランスに

ついての知識の普及
重点プログラム②……�親子で料理・作物栽培をする機

会の創出
重点プログラム③……�若年層（次代の親世代）への「食

育」の啓発
重点プログラム④……連携による食育の普及

　これらを踏まえ、刈谷市では、小学校や中学校、幼稚
園・保育園の給食や授業等で「食まるファイブ」を活
用して、いくつかの食育の取り組みが行われている。

２．「親子料理コンテスト」の開催
　刈谷市農政課では今まで「親子料理教室」を開催し
てきた。さらに子どもたちだけでなく大人の食意識も
高めるために、食まるファイブを活用した「親子料理
コンテスト」の開催を計画し、刈谷市教育委員会、刈
谷市内の各小学校、及び「食まるファイブ応援団刈谷」
の支援のもとコンテストが実施された。
　第1回目のコンテストは、食まるファイブ応援団団
長である松田正久氏のアドバイスにより「カレー」を
取り上げることとした。カレーは子どもたちに人気の
食べ物であり、食まるファイブの5人を揃える工夫が
できると考えたからである。そしてテーマは食まる5
人がそろうと無敵であるというメッセージを込め「最
強のしょくまるカレー」とした。
　本コンテストの実施内容は、資料1に示すとおりで
ある。まずレシピを児童とその親に学校を通して提出
してもらい、書類審査を行った。その後本選を行い、
グランプリを決定した。

３．「最強の食まるカレー」の給食への採用
　コンテストでグランプリを受賞したカレーを給食に
採用していただいた。

４．「しょくまるファイブ展」の開催
　「最強のしょくまるカレー」コンテストの結果を受
けて、資料２のポスターに示すように刈谷市南桜町の
「スペースAqua」において、食まるの展示会開催を計
画した。

５．レトルトの「最強のしょくまるカレー」の商品化
　『NPO法人　まちづくりかりや』と『食まるファイ
ブ応援団刈谷』によるレトルトの「最強のしょくまる
カレー」の商品化を検討した。

Ⅲ．結果及び考察

１．「最強のしょくまるカレー」コンテストの実施
　夏休みには様々な料理コンテストが小学生に対して
実施されている中で、「最強のしょくまるカレーコン
テスト」を行い、レシピを募集したところ、刈谷市の
小学校5、6年生の在籍児童2,908名の内、5年生242名、
6年生430名、合計672名の応募があった。これは、5・
6年生の23％を占めた。募集締め切り後、各小学校よ
りレシピを受け取り、応募されたレシピの書類審査を
行った。
　食まる5人がそろった、ユニークなカレーを作った
5組の親子を選出し、10月28日（日）に北部生涯学習
センター「かきつばた」においてコンテスト本選を実
施した。選出されたのは次の5組である。
　・加藤竜祥さん親子の「夏野菜のドライカレー」
　・�黒田彩希さん親子の「カルシウムいっぱいカレー」
　・権田万実さん親子の「フルーツカレー」
　・鈴木凌さん親子の「梨の具だくさんカレー」
　・�塚本壮哉さん親子の「切干大根アンドパイナップ

ルカレー」
　本選の開会式の状況は資料３に示すとおりである。
　選出された親子には2食分の調理をしてもらい、出
来上がった作品を、食味・見た目・栄養バランス・独
創性・地域性・調理協力度合いについて審査し、各賞
を決定した。本選の様子は資料４に示すように、かり
や市民だよりの「カメラだより」で紹介された。
　審査の結果、グランプリには、資料５のかりがね小
学校の塚本壮哉さん親子の作った「切干大根アンドパ
イナップルカレー」が選ばれた。刈谷名物である切干
大根とフルーツまるの仲間のパイナップル、ほねまる

資料３　コンテスト開会式
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の仲間のとろけるチーズを用いたユニークなカレーで
あった。
　準グランプリには資料６の住吉小学校の加藤竜祥さ
ん親子の作った「夏野菜のドライカレー」が選出され
た。素揚げした茄子やピーマン、すりおろした梨を用
いたドライカレーであった
　塚本さん親子が最強のしょくまるカレーのコンテス
トでグランプリをとったことが資料７のように新聞で
紹介された。

２．「しょくまるファイブ展」の開催
　「最強のしょくまるカレー」コンテストの結果を受
けて、資料２のポスターに示すように刈谷市南桜町の
「スペースAqua」において、2012年11月5日から10日
まで食まるの展示会を行った。
　そして展覧会の最終日11月10日（土）の11時から
13時まで、資料8～10に示すように「最強のしょくま
るカレーコンテスト上位に入賞したカレーの試食会」
を行い、高い評価を得た。刈谷市民の「食まるファイ
ブ認知度」が上がったと思われる。

資料４　�「最強のしょくまるカレー」コンテストの様子�
かりや市民だより� 平成24年12月1日号

資料７　コンテスト結果の記事
� （2012年11月9日　中日新聞）

資料６　準グランプリを受賞した加藤さん親子のカレー
資料8　試食会のカレー

資料9　しょくまる展　①

資料10　しょくまる展　②

資料５　グランプリを受賞した塚本さん親子のカレー
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３．刈谷市学校給食へのカレー登場
　本コンテストでグランプリに輝いた塚本壮哉さんの
「切干大根アンドパイナップルカレー」を忠実に再現し
たカレーが学校給食センターで、1万5100食分作られ
2013年3月8日の給食に登場した。資料11に示したこ
のカレーは、刈谷市の市立幼稚園16園と市立小中学校
21校で食べられた。
　その様子は、資料12に示すように新聞報道された。
　刈谷市立日高小学校では資料13に示すように６年生
と１年生が一緒に給食を食べ、その後「食まるすごろ
く」や「食まるかるた」を行ない、食まるたちを媒介
にバランスの良い食生活についての会話を楽しんだ。
　食まるファイブ応援団刈谷のメンバーは資料14に示

すように、児童とともに給食を食べた。
　また、「しょくまるファイブ　給食に参上!」と、この
給食が刈谷市の市民だよりの表紙に取り上げられた。
　給食後、日高小学校の児童540名にカレーの感想を
聞いたところ、図１・２が得られた。「カレーはおいし
かったですか？」という質問に対して、図1に示すよ
うに全体では「はい」と「まあまあ」を合わせて84％
の者がプラスの評価をした。この評価は学年により大
きく異なり、低学年ほど「はい」と答える児童が多く、
高学年では「まあまあ」と答える児童が増加した。
　次に、「また食べたいですか？」という質問に対し
て、図２に示すように全体では68％の児童が「はい」
と答えた。低学年ほど「はい」と答える児童が多かっ
た。特に1年生の80％以上がまた食べたいと答えてい
る。学年が上がるにつれて「いいえ」と答える児童が
増加した。
　本調査から年齢による好みの差がうかがえた。これ
はパイナップルが使用され、カレーが甘くなったこと
が一因ではないかと考えられる。
　次に、食まるファイブを知っている園児のいる日高
幼稚園の先生に、カレーを食べた園児の反応をうか
がったところ、以下のような報告を受けた。
　『「楽しみにしていたんだ」「おいしい」とおかわりす
る子や、普段はパイナップルを食べない子がカレーの
中のパイナップルを食べられた。』
　『カレーの話をした時に、子どもたちは「カレーにパ
イナップルっておいしいの？」「僕、チーズは食べられ
ないから無理かも」と言っていました。教師は「しょ
くまる５が5人とも入っている最強カレーだから食べて
みよう」と言って給食にしました。「先生これを食べる
と強くなるの？」「かぜをひかない？」などの話をしな

資料11　給食に登場したカレー

資料12　新聞報道� （2013年3月11日（月）朝日新聞）

資料13　日高小学校の給食の様子　①

資料14　日高小学校の給食の様子　②

資料15　「かりや　市民だより　表紙」
� （平成25年4月1日号）
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がら「あ。パイナップル入ってた!!」と喜んで食べて
いました。パイナップルが入っておいしいか、チーズ
は無理と言っていた子も食べてみると「パイナップル
おいしい」「チーズもこれなら食べれる!!」と喜んで食
べることができました。また、「カレーを全部食べたか
ら先生、（鬼ごっこで）僕のことつかまえられないね」
と笑っていて、自分が強くなったように感じることが
できました。』
　幼稚園児が食に関心を持ち、食べる意欲を引き出す
のに、食まるファイブを活用したこの取り組みは有効
であったと思われる。

4．レトルト「最強のしょくまるカレー」の作成
　「最強のしょくまるカレー」コンテストやスペース
Aquaでの展示・試食会、「最強のしょくまるカレー」
の学校給食への登場により、食まる5人がそろったカ
レーの関心が高まったことを受け、『NPO法人　まち
づくりかりや』と『食まるファイブ応援団刈谷』によ
るレトルトの「最強のしょくまるカレー」の商品化が
検討された。
　「最強のしょくまるカレー」コンテストでグランプリ
に輝き、給食にも登場した塚本さん親子のカレーを参
考にし、さらに地産地消を考えたカレーの商品化を目
指した。刈谷名産の切干大根を用いたカレーにするこ
とはすぐに決まった。地産地消を考えるとパイナップ
ルは刈谷市では生産されていないこと、アンケートの
結果から人によって好みが分かれることなどから、フ
ルーツまるの仲間の何を用いるかが問題となった。そ
こで刈谷で生産されている梨や柿、ブドウなどを用い
て、カレーの試作を重ねた。その結果、カレーに加え
るとコクがあり甘くておいしいカレーができる柿を用
いることとした。柿を使用する際、家庭では生の柿を
用いればよいが、レトルトカレーとして商品化するに
は、柿の量的確保ができるかという点とどのような形
態で業者に供給するかについて問題が生じた。検討を
重ねた結果、地産地消の範囲を愛知県の食材にまで広
げ、本レトルトカレーには幸田市の大須賀明美氏によ
り作製された筆柿ペーストを用いることとした。
　ようやくレトルトの「最強の食まるカレー」が誕生
した。そのパッケージ表紙と品質表示欄を資料16・17
に示した。

おいしさ
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まあまあ

いいえ

 

また食べたいですか？
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資料16　レトルト「食まるカレー」パッケージの表紙

資料17　レトルト「食まるカレー」の品質表示欄

図1　「カレーはおいしかったですか？」

図2　「また食べたいですか？」
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　このレトルトカレーは親子で食べることを想定し
て、1袋230g（1.5人前）と一般のレトルトカレーより
量を多くした。切干大根が入っていることでヘルシー
だという評価を受けた。
　またパッケージの裏には、資料18に示す「食まるす
ごろく」が印刷されており、カレーを食べた後は親子
で食まるファイブについて話す機会を持てる工夫をし
た。
　販売者は「NPO法人まちづくりかりや」である。刈
谷市役所の食堂売店や愛知教育大学生協等でも販売さ
れた。
　このレトルト食品「食まるカレー」の開発について
資料19に示すように、新聞紙上で紹介された。

Ⅳ．まとめ

　平成18年に5本指の栄養指導手袋が誕生し、小学生
に「食まるファイブ」と命名されて以来、食まるファ
イブは様々なところで活躍してきた。
　平成23年には「しょくまるファイブ」の画像が愛知
教育大学の登録商標となった（登録第5427479号、登
録第5427480）。そして「愛知教育大学商標等取扱要綱」
の第6条の2において『県市町村及び学校等の公共団体
が商標等を使用する場合で　次の各号のいずれにも該
当する場合は　第4条から第6条の規定にかかわらず　
使用許諾契約することなく自由に使用することができ
るものとする。（１）営利目的ではないこと。（２）教育
目的であること。』と規定され、食まるファイブは子ど
もたちの食育キャラクターとして活躍している。
　刈谷市において「食まるファイブ」は市の食育キャラ
クターに認定され、刈谷市の食育に活用されてきた。
刈谷市では市の組織内の横の連携が図られており、農
政課や学校教育科、学校給食センター、市民協働科、
子ども科などが協力して刈谷市民の食の向上に取り組
み、成果を上げている。そして食まるの活用により子
どもが楽しみながら食について学んでいることや食の
情報が子どもから親へ発信されていることが報告され
ている。
　これらをふまえ、刈谷市では学校教育科や学校給食
センターの支援を受け、農政課が主催する「親子料理
コンテスト」が行なわれた。このコンテストで『かり
がね小学校の塚本壮哉さん親子の作った「切干大根ア
ンドパイナップルカレー」』が「最強の食まるカレー」
に選ばれ、学校給食に採用された。学校給食への採用
は、子どもたちにとって大変魅力的であったと思われ
る。
　刈谷市の子どもたちの食まる認知度は大変高いが、
第1回目のコンテストへの応募者は在籍している5・6
年生の23％であった。今後さらに食まるファイブの認
知度を上げることが望まれるが、単に「食まるファイ
ブを知っている」という認知だけでなく、「食まるファ
イブの仲間の食材や働き、バランスの良い食べ方につ
いても知っているよ」という子どもを増やし、楽しく
食について学び、バランスのよい食生活を習慣とする
子どもたちを増加させることを目指したいと考える。
そのためには、本コンテストの開催を継続していくこ
とが子どもの食育推進に有効であると考える。
　食育推進には「食まるファイブ」という食育キャラ
クターの活用が有効だが、低年齢の子どもたちへのア
プローチの仕方と高学年の児童へのアプローチの仕方
は異なることを考慮しなければならない。低年齢の子
どもには可愛くて楽しい「食まるファイブ」のキャラ
が受け入れられるが、年齢が上がるにつれて可愛いだ
けのキャラ設定では興味が持てなくなってくる。子ど

資料18　パッケージ裏の「食まるすごろく」

資料19　レトルト「食まるカレー」の開発
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もの成長に合わせ、その興味や関心に合わせたキャラ
の深まりや活用方法を工夫して取り組む必要がある。
子どもたちの未来をより豊かなものとするためには、
生きる基礎である食が重要である。今後更なる食育の
推進が求められる。
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